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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
日
本
曹
洞
宗
に
お
い
て
宗
旨
の
秘
訣
等
を
書
き
付
け
て
中

世
後
期
よ
り
相
伝
さ
れ
た
切
紙
に
つ
い
て
、
特
に
近
世
の
展
開
を
中
心

に
し
た
論
で
あ
る
。
ま
ず
は
近
世
切
紙
研
究
の
前
提
と
し
て
先
行
研
究

を
紹
介
し
、
本
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
今
日
の

切
紙
研
究
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
石
川
力
山
氏
の
一
連
の
研
究

で
あ
る（

（
（

。
中
世
禅
籍
抄
物
の
実
態
解
明
を
目
指
し
た
氏
は
、
禅
籍
抄
物

を
①
語
録
抄
（
聞
書
抄
（
②
代
語
（
代
・
下
語
・
著
語
（
③
代
語
抄
・

再
吟
④
門
参
（
本
参
・
秘
参
・
伝
参
・
秘
書
（
⑤
切
紙
（
断
紙
（
と
い

う
五
つ
に
分
類
し
た
。
こ
の
研
究
で
特
筆
す
べ
き
は
、
切
紙
を
禅
籍
抄

物
の
中
の
一
つ
と
し
て
広
大
な
中
世
禅
籍
の
世
界
の
中
で
の
総
体
的
な

位
置
づ
け
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
氏
は
、

中
世
以
来
の
伝
承
を
有
す
る
「
切
紙
」
と
し
て
位
置
付
け
て
よ
い
も
の
を

中
心
に
史
料
批
判
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
そ
の
歴
史
的
、
思
想
的
意
味
を
考

察
す
る
基
本
的
視
座
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い（

（
（

。

と
述
べ
た
よ
う
に
、
中
世
切
紙
の
解
明
に
重
点
を
置
き
、
切
紙
を
分
類

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
禅
宗
史
の
流
れ
に
位
置
づ
け
、
大
き
く
そ
の
研
究

を
進
め
た
。
し
か
し
、
中
世
切
紙
と
近
世
切
紙
と
の
差
異
ま
で
は
考
察

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
課
題
が
残
っ
た
が
、
近
世
に
は
中
世
切
紙
の
集

成
化
、
冊
子
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
面
山
瑞
方

『
洞
上
室
内
断
紙
揀
非
私
記
』（
寛
延
二
年
〈
一
七
四
九
〉
書
（
に

よ
っ
て
切
紙
が
「
断
紙
」
と
し
て
破
棄
す
べ
き
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ

た
と
の
見
解
は
以
後
の
研
究
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
飯
塚

大
展
氏
が
「
相
伝
史
料
研
究
序
説
」
の
名
を
冠
し
た
論
文
群
を
発
表
さ

れ
、
近
年
で
最
も
多
く
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

切
紙
や
門
参
と
い
う
中
世
曹
洞
宗
に
相
伝
さ
れ
た
相
伝
史
料
の
翻
刻
を

行
い
、
基
礎
研
究
を
大
き
く
進
め
て
研
究
の
基
盤
を
構
築
し
て
い
る
。

飯
塚
氏
は
、
福
井
県
永
平
寺
に
残
さ
れ
た
切
紙
の
分
析
を
行
い
、
永
平

寺
へ
の
切
紙
・
門
参
な
ど
導
入
の
画
期
は
、
戦
国
期
の
一
向
一
揆
に
よ

る
永
平
寺
襲
撃
に
よ
る
と
い
う
説
を
と
る
。
さ
ら
に
、
関
三
刹
か
ら
晋

住
し
た
二
十
七
世
高
国
英
峻
（
一
五
九
〇
―
一
六
七
四
（、
二
十
九
世

　
　
　
卍
山
道
白
の
切
紙
編
纂
と
そ
の
周
辺
　
―
「
高
祖
」
顕
彰
と
宗
統
復
古
―

広
　
　
瀬
　
　
良
　
　
文　
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と
宗
統
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―
（
広
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（

三
二
〇

鉄
心
御
州
（
？
―
一
六
六
四
（、
三
十
世
光
紹
智
堂
（
一
六
一
〇
―
一

六
七
〇
（
ら
が
永
平
寺
に
お
い
て
切
紙
・
門
参
を
相
伝
書
と
し
て
積
極

的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
後
世
代
語
禅
と
し
て
批
判
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
批
判
の
先
が
け
と
な
っ
た

の
は
三
十
九
世
承
天
則
地
（
一
六
五
五
―
一
七
四
四
（
で
あ
り
、
四
十

二
世
円
月
江
寂
（
一
六
九
四
―
一
七
五
〇
（
に
よ
る
切
紙
批
判
は
、
面

山
の
「
永
平
寺
室
中
断
紙
目
録
並
引
」（『
洞
上
室
内
断
紙
擦
非
私
記
』

所
収
（
の
所
説
と
呼
応
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た（

（
（

。
二
氏
の
ほ
か

に
切
紙
を
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
も
存
在
す
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
、

論
を
進
め
る
上
で
必
要
な
も
の
は
そ
の
都
度
触
れ
て
い
く
こ
と
に
し
た

い
。
特
に
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
が
、

重
要
と
考
え
ら
れ
る
近
世
切
紙
や
相
伝
書
に
お
け
る
卍
山
道
白
（
一
六

三
五
―
一
七
一
五
（
の
位
置
と
、
宗
統
復
古
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。

　
　
　

一
、
近
世
に
お
け
る
切
紙
編
纂

　

さ
て
、
ま
ず
は
卍
山
の
切
紙
編
纂
の
時
代
的
な
前
段
階
に
あ
た
る
近

世
前
期
の
曹
洞
宗
の
切
紙
編
纂
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、
瑩

山
紹
瑾
（
一
二
六
八
―
一
三
二
五
（
が
開
闢
し
、
明
峰
派
が
拠
点
と
し

た
永
光
寺
の
久
外
媆
良
（
一
六
五
二
寂
（
を
紹
介
す
る
。
媆
良
は
、
輪

住
を
廃
し
て
独
住
制
に
移
行
し
、
永
光
寺
を
中
興
し
た（

（
（

。『
中
興
雑

記
』
の
編
纂
を
行
い
、
寺
院
文
書
を
整
理
す
る
と
同
時
に
、
切
紙
を
多

数
書
し
、
自
ら
の
解
釈
を
付
与
し
て
い
く
。
媆
良
は
、
切
紙
を
正
法
寺

十
八
世
の
徳
叟
良
周
（
？
―
一
六
五
〇
（
に
授
与
し
、
正
法
寺
住
持
職

の
代
付
を
行
い
証
明
を
加
え
た
。
正
法
寺
に
残
る
良
周
が
受
け
た
切
紙

に
は
し
ば
し
ば
「
天
童
如
浄
大
和
尚
―
永
平
道
元
大
和
尚
―
大
乗
義
价

大
和
尚
―
永
光
紹
瑾
大
和
尚
―
總
持
峨
山
碩
大
和
尚
―
正
法
無
底
韶
大

和
尚
」（

（
（

と
書
さ
れ
、
永
光
寺
が
總
持
寺
の
上
位
と
す
る
意
思
を
感
じ
さ

せ
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
相
伝
関
係
を
明
確
に
す
る
切
紙
に
お
い
て
は

特
筆
す
る
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
当
該
期
、
東
北
地
方
の
本

寺
で
あ
っ
た
正
法
寺
と
、
瑩
山
に
よ
っ
て
第
一
の
寺
院
と
さ
れ
た
永
光

寺
の
双
方
の
立
場
を
考
慮
し
た
場
合
、
總
持
寺
へ
の
対
抗
と
い
う
狙
い

が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

永
光
寺
媆
良
か
ら
の
代
付
を
問
題
と
し
た
總
持
寺
か
ら
の
詰
問
に
対

し
て
、
良
周
は
、
峨
山
二
十
五
派
の
最
上
位
で
あ
る
正
法
寺
が
總
持
寺

に
代
付
を
請
う
い
わ
れ
は
毛
頭
無
い
と
す
る
書
状
を
送
っ
て
い
る
が（

（
（

、

こ
れ
は
五
院
を
中
心
と
し
た
總
持
寺
の
制
度
に
組
み
込
ま
れ
ま
い
と
す

る
正
法
寺
良
周
の
抵
抗
で
あ
っ
た
。
独
立
的
地
位
を
守
る
た
め
に
も
正

法
寺
は
永
光
寺
に
つ
な
が
り
を
求
め
た
の
で
あ
り
、
永
光
寺
も
同
じ
く
、

媆
良
―
良
周
の
個
人
的
関
係
を
基
盤
に
正
法
寺
と
の
連
携
を
な
し
た
の

で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
た
場
合
、
お
そ
ら
く
切
紙
が
編

纂
さ
れ
た
目
的
は
、
決
し
て
明
峰
派
の
内
に
留
ま
る
問
題
で
は
な
い
。

　

永
光
寺
中
興
と
い
う
背
景
と
切
紙
の
書
写
が
結
び
つ
い
て
お
り
、
単

な
る
書
写
物
で
は
な
く
、
寺
院
中
興
や
近
世
本
末
制
度
に
よ
る
寺
院
再

編
と
い
う
政
治
的
理
由
な
ど
と
も
関
係
し
つ
つ
、
切
紙
が
改
変
さ
れ
て
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い
く
側
面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
永
光
寺
に
は
媆
良
の
も
の

を
は
じ
め
、
十
七
世
紀
に
在
俗
者
に
附
与
さ
れ
た
切
紙
が
残
る
が（

（
（

、
室

内
参
禅
と
切
紙
の
附
与
に
よ
り
、
在
家
信
者
の
帰
依
を
獲
得
し
、
寺
院

経
営
を
維
持
す
る
志
向
を
永
光
寺
が
持
っ
て
い
た
と
み
え
る
。
こ
う
し

た
中
興
運
動
に
は
、
寺
領
文
書
の
整
理
や
伝
戒
に
関
す
る
儀
規
の
整
備

の
み
で
な
く
、
教
学
を
担
保
す
る
切
紙
や
門
参
の
収
集
・
統
合
な
ど
を

伴
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
明
峰
派
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
い
。
関
東
を
中
心
に
展
開
し
た
了
庵
派
の
拠
点
寺
院
た
る
群
馬
県

雙
林
寺
住
持
で
あ
っ
た
愚
明
祥
察
（
一
五
八
三
―
一
六
七
〇
（
は
、
雙

林
寺
伽
藍
の
焼
失
と
い
う
事
態
に
対
処
し
、
井
伊
家
の
保
護
に
よ
り
伽

藍
を
再
建
す
る
と
同
時
に
、
門
参
・
切
紙
を
前
住
の
龍
淵
寺
御
州
よ
り

受
け
て
、
さ
ら
に
寺
内
に
残
る
古
い
記
録
類
や
門
参
類
に
補
修
を
施
し
、

あ
る
い
は
自
ら
書
写
し
編
纂
す
る
こ
と
で
教
学
を
整
理
し
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
様
々
に
存
在
し
た
門
参
類
に
お
け
る
諸
説
を
統
合
し
て

整
備
・
安
置
す
る
営
為
が
、
近
世
初
頭
の
伽
藍
復
興
と
一
体
で
あ
っ
た

事
例
で
あ
る（

（
（

。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
動
き
は
永
光
寺
・
雙
林
寺
と
い
っ

た
門
派
集
結
の
大
寺
院
の
み
で
な
く
、
地
方
寺
院
に
お
い
て
も
存
在
し

た
。
奧
三
河
地
方
の
中
本
寺
、
慈
廣
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
高
山
伝
虎

（
？
―
一
七
〇
八
（
は
、
朱
印
地
の
整
理
な
ど
を
行
い
、
慈
廣
寺
の
寺

領
問
題
を
解
決
し
た
の
み
で
な
く
、
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
―
一
二
五

三
、
以
下
、
敬
称
は
略
す
る
（
著
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
書
写
し
、
様
々

な
寺
院
を
め
ぐ
り
切
紙
・
門
参
を
収
集
し
て
い
る
。
宗
旨
へ
の
関
心
が
、

『
正
法
眼
蔵
』
の
書
写
の
み
で
な
く
切
紙
・
門
参
の
収
集
と
い
う
形
で

発
露
し
て
お
り
、
秘
伝
書
と
『
正
法
眼
蔵
』
の
寺
院
安
置
は
、
近
世
前

期
の
禅
僧
に
と
っ
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
環
し
た
営
為
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　

さ
て
、
か
よ
う
に
、
近
世
前
期
に
寺
院
の
「
開
山
」
や
「
中
興
」
が

相
次
い
で
い
く
。
戦
乱
か
ら
免
れ
、
中
世
前
期
よ
り
聖
教
が
残
さ
れ
た

寺
院
も
存
在
す
る
が
、
一
方
で
、
戦
乱
の
終
結
に
よ
る
平
和
と
、
幕
藩

体
制
下
で
の
寺
院
開
山
・
復
興
・
中
興
が
相
次
ぐ
状
況
の
中
で
、
聖
教

や
切
紙
が
焼
か
れ
る
こ
と
な
く
残
さ
れ
、
あ
る
い
は
僧
侶
の
移
動
・
参

学
が
容
易
に
な
り
寺
院
内
に
聖
教
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
た
と
考

え
ら
れ
る
。
戦
乱
や
火
災
に
よ
り
欠
乏
し
た
聖
教
整
備
の
必
要
、
あ
る

い
は
戦
国
期
か
ら
近
世
初
頭
の
寺
院
建
立
ラ
ッ
シ
ュ（

（（
（

の
中
で
、
宗
門
に

関
す
る
書
の
再
収
集
・
編
纂
が
進
ん
だ
こ
と
が
十
七
世
紀
の
切
紙
が
今

日
も
多
く
残
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
徐
々
に
聖

教
の
収
集
が
進
み
、
刊
本
と
い
う
形
で
公
開
さ
れ
て
い
く
と
文
献
的
な

検
討
が
進
ん
で
、
近
世
宗
学
の
時
代
が
幕
を
開
け
る
と
考
え
ら
れ
る
。

菅
原
昭
英
氏
は
、
英
峻
や
智
堂
な
ど
の
十
七
世
紀
の
永
平
寺
住
持
た
ち

が
切
紙
を
整
備
し
た
一
方
で
、
十
八
世
紀
の
永
平
寺
住
持
で
あ
っ
た
則

地
が
切
紙
な
ど
を
否
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
承
天
則
地
の
描
く
道
元

禅
師
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
高
国
英
峻
や
光
紹
智
堂
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て

い
た
。
お
そ
ら
く
、
宗
学
の
課
題
も
幅
広
く
集
め
て
統
合
す
る
段
階
で

な
く
、
そ
れ
ら
を
取
捨
・
選
択
し
て
整
合
性
を
高
め
る
段
階
に
入
っ
て
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瀬
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三
二
二

い
た
の
で
あ
ろ
う
」（
（（
（

と
指
摘
す
る
が
、
こ
の
菅
原
氏
の
指
摘
を
、
時
代

的
傾
向
と
す
れ
ば
、
十
七
世
紀
は
「
収
集
・
統
合
の
段
階
」、
十
八
世

紀
は
「
取
捨
・
選
択
の
段
階
」
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
分
岐
点
に

位
置
す
る
一
人
が
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
活

躍
し
た
卍
山
で
あ
る
。

　
　
　

二
、
卍
山
に
よ
る
切
紙
編
纂
と
そ
の
特
徴

　

さ
て
、
近
世
前
期
に
聖
教
収
集
や
室
中
秘
書
の
整
理
・
編
纂
が
続
く

中
で
、
卍
山
も
ま
た
大
乘
寺
室
中
の
書
を
編
纂
し
て
お
り
、
中
世
以
来

の
秘
伝
書
で
あ
る
『
夜
参
盤
』
に
改
変
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
中
世

に
五
位
研
究
を
行
っ
た
南
英
謙
宗
（
一
三
八
七
―
一
四
五
九
（
の
『
重

離
畳
変
訣
』
を
加
点
し
書
写
し
て
い
る（
（（
（

。
大
乘
寺
本
と
岸
沢
文
庫
本
の

『
夜
参
盤
』
の
内
容
は
共
通
す
る
こ
と
は
安
藤
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
お
り（
（（
（

、
大
乘
寺
本
『
夜
参
盤
』
が
卍
山
に
よ
る
編
纂
で
あ
る
こ
と
か

ら
考
え
れ
ば（

（（
（

、
岸
沢
文
庫
の
近
世
の
聖
教
に
独
自
の
も
の
が
み
ら
れ
る

の
は
、
卍
山
編
纂
本
の
写
本
が
か
な
り
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
、
卍
山
が
大
乘
寺
に
お
い
て
、
中
世
に
編
ま
れ
た
曹

洞
禅
僧
の
五
位
参
究
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
重
離
畳
変
訣
』
や
中
世
密

参
禅
の
テ
キ
ス
ト
を
改
変
し
つ
つ
所
持
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
松

田
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
、
南
英
系
の
五
位
説
を
卍
山
が
知
っ
て
念

頭
に
お
い
て
五
位
説
を
展
開
し
て
い
た
と
い
う
説
を
補
強
し
証
明
す
る

も
の
で
あ
る（
（（
（

。
ま
た
、
大
乘
寺
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
百
二
十
通

切
紙
」
と
い
う
卍
山
が
編
纂
し
た
切
紙
も
所
蔵
し
て
い
る
。
宗
統
復
古

運
動
を
行
い
、
ま
た
『
瑩
山
清
規
』
や
『
正
法
眼
蔵
』
な
ど
を
出
版
し

た
卍
山
が
門
下
に
伝
え
た
切
紙
は
、
大
乘
寺
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他

派
の
多
数
の
寺
院
に
も
所
蔵
さ
れ
、
宗
門
全
体
に
広
が
り
影
響
を
与
え

て
い
っ
た（
（（
（

。
こ
の
卍
山
編
の
「
百
二
十
通
切
紙
」（
大
乘
寺
蔵
（
は
、

百
二
十
項
目
を
た
て
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
卍
山
が
一
か
ら
創
作

し
た
切
紙
が
全
て
で
は
な
い
も
の
の
、
全
体
あ
る
い
は
中
途
や
末
尾
な

ど
に
自
ら
の
解
釈
を
付
し
て
、
秘
訣
を
記
し
た
も
の
で
あ
る（
（（
（

。
本
稿
で

は
「
百
二
十
通
切
紙
」（
大
乘
寺
本
（
を
最
も
信
頼
で
き
る
本
と
し
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
卍
山
編
纂
切
紙
（
以
下
、
卍
山
下
切
紙
と
呼
ぶ
（
の

い
く
つ
か
の
特
徴
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

①
「
或
家
」
の
切
紙
へ
の
批
評

　

②
「
右
嫡
々
相
承
」
の
語

　

③
道
元
へ
の
「
高
祖
」
と
い
う
尊
称

　

ま
ず
、
①
で
あ
る
が
、
卍
山
下
切
紙
の
中
に
は
「
或
家
」
に
伝
わ
る

具
体
的
な
切
紙
の
名
を
挙
げ
て
、
批
評
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、

実
は
、
こ
れ
ま
で
面
山
独
自
の
営
為
と
思
わ
れ
て
き
た
『
洞
上
室
内
断

紙
揀
非
私
記
』
と
記
述
が
酷
似
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
が
【
表
１
】
か

ら
わ
か
る
。

　

面
山
は
、
卍
山
が
編
纂
し
た
切
紙
を
参
考
に
し
つ
つ
『
洞
上
室
内
断

紙
揀
非
私
記
』
を
著
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

ま
た
、
②
に
つ
い
て
も
【
表
１
】
で
わ
か
る
通
り
、
具
体
的
な
派
の
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表 （　卍山下切紙と面山瑞方『洞上室内断紙揀非私記』の比較

卍山下切紙
（大乘寺本）

卍山下切紙
（大乘寺本）
目録題

面山瑞方『洞
上室内断紙揀
非私記』の題

卍山下切紙
（大乘寺本）
奧書

卍山下切紙（大乗寺
本）における他の切
紙への批評

面山瑞方『洞上室内断
紙揀非私記』における
他の切紙への批評

子七 一遍消災呪 一遍消災呪断
紙

「右嫡々相
承至今」

「或家有一返消災呪
嗣書并参話併是後私
記決不応信用也」

（（（）に「又古来一遍
消災嗣書并参話共不可
用焉」

辰三 香厳上樹 香厳樹上断紙 「或家作香厳上樹話
図而下注脚全非家伝
也」

「有上樹話図同上。皆
代語者之私製也」

巳七 即心即仏 即心即仏話断
紙

「或家作即心即仏図
而下注脚、全非家伝
也」

「此外別有即心即仏図。
胡乱不可采焉」

巳十 剣刃上 剣刃上断紙 「或家有剣刃上参剣
刃上切紙剣刃上図不
足信用也」

「又別有剣刃上参。又
剣刃上図。共是一類之
蛇足也」

未五 二句偈血脈 普門品二偈血
脈断紙

「是曰観音大士血脈、
又曰観音秘密二句文
嗣書又曰国皇安穏鎮
護之術、仏法王法、
互相伝持、直至今
日、信受奉行、莫存
慢易矣」

「是血脈又名観音大士
血脈。又名観音秘密二
句文嗣書。又名国皇安
穏鎮護法等。皆是洞下
拍盲者之所妄製也。他
宗他派之見聞所以無慚
無愧也。」

申二 血脈不断命
脈一点大事

命脈一点大事
断紙

「右嫡々相
承至今」

「或家有此切紙、而
前後錯乱、道理不明
白、旦有参話、是亦
彫文喪玉者也」

「名血脈不断血脈一点
大事。下有註脚。代語
者之贅説也」

酉三 宗旨判 一枚紙角差断
紙

「是亦一枚紙同時与
之也古人丁寧之至可
見也」

「此断紙亦与約束断紙
同條。皆伽藍伝法之世
妄製也」

酉四 血脈宗旨図 血脈宗旨断紙「嫡々相承
至今」

「此外或家有三国伝
灯血脈仏祖正眼血
脈、血脈伝授参話、
血脈命脈一点大事、
血脈最極無上大事、
血脈下段数通切紙等
者、併是後人私説
全非家伝決不可信用
也」

「或名三国伝灯血脈。
又仏祖正眼血脈。又血
脈伝授参話。又血脈最
極無上大事。等皆一類
也」

酉七 円伊円相図 円伊円相図断
紙

「嫡々相承、
莫 令 断 絶
矣」

「或家単以心字円相、
名天竺一枚紙之切
紙、以妙字円相、名
妙字之切紙者不是
也」

「或円相中書心字。名
天竺一枚紙断紙。又円
相中書妙字。名妙字断
紙等。皆此断紙之転変
也」

酉九 卵形図 太陽卵形図断
紙

「或家以此図、或名
曹洞夜参血脈、或名
三世血脈、或名三箇
剣、又名三談訣、又
名三宝輪、又名三生
眼、且作為種々胡説
為大陽明安禅師所作
併是後人私説全非真
説、決不可信用也」

「古来或名之曹洞夜参
血脈。或名三世血脈。
或名三箇剣。又名三段
訣。又名三宝輪。又名
三生眼。不是大陽明安
之所作」

（次頁に続く）
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三
二
四

名
前
を
出
さ
ず
に
「
右
嫡
々
相
承
」
と
い
っ
た
語
を
奥
書
に
記
し
て
い

る
。
切
紙
に
は
、
奧
書
に
伝
来
し
た
派
の
名
前
や
、
師
資
の
名
が
記
さ

れ
、
そ
の
伝
授
し
た
派
が
明
確
に
な
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
卍
山
下

切
紙
に
は
、
派
名
は
付
さ
れ
ず
「
右
嫡
々
相
承
至
今
」
な
ど
の
文
言
の

み
付
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
卍
山
が
切
紙
編
纂
の
際
に
整
理
し
た
大
乘

寺
の
室
中
切
紙
は
、
も
と
は
峨
山
派
か
明
峰
派
の
切
紙
が
主
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
卍
山
の
編
纂
の
過
程
で
そ
う
し
た
伝
来
を
示

す
部
分
は
（
血
脈
図
な
ど
を
伴
う
切
紙
は
人
名
を
載
せ
る
必
要
が
あ
り
、

卍
山
に
至
る
ま
で
の
人
名
を
載
せ
る
が
そ
れ
以
外
は
（、
原
則
と
し
て

削
除
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
曹
洞
宗
下
派
祖
の
名
前
に
帰
さ
な

い
こ
と
で
、
そ
の
伝
来
関
係
を
曖
昧
に
す
る
意
図
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
ま
た
切
紙
に
対
し
て
批
判
す
る
際
に
も
、「
或
家
」
に
伝
来

し
た
も
の
、
と
し
て
、
派
名
を
明
記
せ
ず
に
評
釈
し
て
い
る
。
卍
山
が

批
判
し
た
切
紙
は
、
通
幻
派
に
流
布
し
た
切
紙
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る

が
、
流
布
の
際
に
特
定
の
派
の
名
を
記
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
門

派
を
越
え
て
受
容
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
卍
山
下
切
紙
の
流

布
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

③
の
点
だ
が
、
中
世
以
来
の
「
道
元
和
尚
」
と
い
う
道
元
に
対
す
る

尊
称
を
あ
え
て
、
卍
山
が
「
高
祖
」
と
変
更
し
た
と
考
え
ら
れ
る
切
紙

が
あ
る
。
例
え
ば
、「
住
吉
五
ヶ
条
切
紙
」
を
あ
げ
よ
う
。
中
世
以
来

の
切
紙
に
は
、「
永
平
道
元
和
尚
帰
朝
而
住
吉
明
神
江
御
参
詣
之
時
、
従
二

御
内
陣
一
以
二
微
音
一
五
ヶ
条
之
有
二
託
宣
一（
中
略
（
于
レ
時
寛
永
十
七
庚辰

戌二 一中十位 一中十位断紙 「或家有一中十位参
話、不足信用也」

「又別有一中十位参話。
共従代語者而始焉。」

戌三 七堂図 禅林七堂図断
紙

右嫡々相承
至今

「或家有馬祖七堂切
紙、山門切紙、問訊
切紙、焼香切紙、七
堂参話等、併是後人
私説、全非家伝、決
不可信用也」

「此外別有馬祖七堂断
紙。又山門断紙七堂参
話。皆是代語者之臆説
也」

亥三 白山妙理図 龍天白山口伝
並妙理図断紙

「或家有白山妙理図、
并切紙、龍天本形切
紙、龍天勘破切紙
等、併是後人私説、
全非家伝、決不可信
用也」

「又有龍天本形断紙、
同勘破断紙、陰陽秘密
妙像図断紙等、皆是代
語僧之私製」

亥四 龍天護法神 「或家有陰陽秘密妙
像図切紙、書男女裸
形合歓之相、為龍天
授戒之本尊、甚是不
如法也、決不可信用
也」

　※訓点やカナは体裁の都合上、反映していない。
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三
二
五

秊
三
月
吉
日　

代
々
相
承
而
、
今
伝
二
附
莫
刹
一
畢
」（
三
重
県
広
泰
寺

蔵（
（（
（

（
と
あ
る
。
一
方
で
、
卍
山
が
編
纂
し
た
卍
山
下
切
紙
は
、
ほ
ぼ
同

内
容
で
あ
る
も
の
の
、「
達
磨
大
師
一
心
戒
・
住
吉
明
神
五
箇
託
宣
」

と
し
て
「
右
道
元
高
―

祖
詣
二
住
―

吉
明
―

神
一、
時
ニ
明
―

神
託
二
神
―

童
ニ一

宣
二―
告
之
一
也
、
嫡
々
相
承
至
今　

卍
山
（
印
（」
と
な
っ
て
お
り
、

「
道
元
高
祖
」
と
い
う
尊
称
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
卍

山
下
切
紙
の
「
四
―

種
無
―

相
境
切
紙
」
に
お
い
て
は
、

永
平
高
―

祖
在
―

宋
ノ
日
、
問
二
天
―

童
古
仏
ニ一
云
、
昔
僧
問
二
臨
―

済
ニ一
云
ク
、

如
―

何
是
四
―

種
無
―

相
ノ
境
ノ
、（
中
略
（
○
此
―

話
者
身
―

心
脱
―

落
之
類
―

則
也
、
宗
―

門
中
ノ
人
、
不
レ
可
レ
○
不
二
参
―

究
一
矣
、

と
あ
り
、「
永
平
高
祖
」
と
道
元
の
こ
と
を
呼
び
、
こ
の
切
紙
を
参
究

す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
全
て
の
切
紙
を
「
永
平
高
祖
」
の
参
話
と
位
置
づ
け
た
か

と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
く
、「
○
死
―

処
ノ
地
ノ
参
ノ
切
紙
」
と
「
死
―

灰
ノ
参
ノ
切
紙
」
が
一
書
に
書
さ
れ
た
卍
山
下
切
紙
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、

そ
の
末
尾
に
は
「
右
ハ
中
―

古
ノ
参
―

話
也
、
永
平
高
祖
ノ
参
話
ト
云

ハ
不
是
也
、
右
ノ
二
参
ニ
、
種
々
ノ
言
―

説
ヲ
添
入
タ
ル
本
ア
リ
、
難
二

信
―

用
一
者
也
」
と
し
、「
永
平
高
祖
」
の
参
話
で
は
な
い
と
し
た
上
で
、

こ
の
参
話
に
も
ろ
も
ろ
の
言
葉
を
付
し
た
切
紙
も
あ
る
が
、
ど
れ
も
信

用
し
難
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
卍
山
が
「
高
祖
」
伝
来
の
切
紙
と
し

て
参
究
す
べ
き
と
位
置
づ
け
る
も
の
も
あ
れ
ば
、「
高
祖
」
の
も
の
で

は
な
い
と
批
判
す
る
も
の
も
あ
り
、
取
捨
選
択
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
卍
山
が
中
世
以
来
の
言
説
を
採
用
し
つ
つ
も
、
と
き
に
批
判

を
加
え
て
い
っ
た
こ
と
は
、
中
世
的
言
説
の
継
承
と
、
近
世
と
い
う
時

代
に
生
き
た
卍
山
に
よ
る
批
判
的
視
線
の
同
居
と
い
う
点
で
注
目
し
て

よ
い
。
ま
た
、
卍
山
下
切
紙
が
道
元
を
「
高
祖
」
と
尊
称
す
る
こ
と
が

多
い
こ
と
は
、
卍
山
が
そ
の
著
書
な
ど
で
積
極
的
に
曹
洞
宗
の
「
高

祖
」
と
し
て
道
元
を
位
置
づ
け
て
い
っ
た
こ
と
と
関
連
す
る
。
そ
し
て

こ
れ
は
、
近
世
の
「
高
祖
」
道
元
像
の
形
成
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

三
、「
高
祖
」
と
卍
山

　

今
日
、
曹
洞
宗
で
は
道
元
の
こ
と
を
「
高
祖
」、
瑩
山
の
こ
と
を

「
太
祖
」
と
呼
び
、
二
人
を
も
っ
て
曹
洞
宗
の
両
祖
と
し
て
い
る
。
し

か
し
実
は
、
道
元
以
後
、
中
世
の
人
々
は
道
元
に
対
し
て
「
高
祖
」
と

い
う
尊
称
を
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
「
高
祖
」
と

い
う
尊
称
は
、
中
国
仏
教
や
中
国
の
禅
宗
の
み
な
ら
ず
日
本
で
も
天

台
・
真
言
・
浄
土
な
ど
宗
派
を
問
わ
ず
使
わ
れ
、
あ
る
い
は
「
漢
高

祖
」
な
ど
世
俗
の
王
朝
の
祖
に
も
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
曹
洞

宗
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
用
例
を
受
け
て
、
道
元
が
、
祖
師
に
対
し

て
「
高
祖
」
と
い
う
尊
称
を
多
用
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　

例
え
ば
、「
仏
仏
祖
祖
正
伝
の
衣
法
、
ま
さ
し
く
震
旦
国
に
正
伝
す

る
こ
と
は
、
嵩
嶽
の
高
祖
の
み
な
り
。
高
祖
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
よ
り
第

二
十
八
代
の
祖
な
り
」（『
正
法
眼
蔵
』「
袈
裟
功
徳
」（
（（
（

（
と
あ
り
、
ほ
か

に
「
雲
居
高
祖
」「
大
鑑
高
祖
」「
高
祖
洞
山
」
な
ど
、
達
摩
を
は
じ
め



卍
山
道
白
の
切
紙
編
纂
と
そ
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高
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宗
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古
―
（
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瀬
（

三
二
六

と
す
る
中
国
曹
洞
宗
の
祖
師
を
中
心
に
、「
高
祖
」
と
尊
称
し
て
い
る
。

　

瑩
山
の
『
伝
光
録
』（
（（
（

を
み
て
も
、
中
国
曹
洞
禅
の
祖
師
で
あ
る
洞
山

良
价
（
八
〇
七
―
八
六
九
（
に
対
し
て
「
曩
祖
」「
洞
山
高
祖
」
と
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
天
童
宗
珏
章
に
お
い
て
も
使
っ
て
い
る
。

道
元
の
こ
と
は
、「
永
平
元
和
尚
」
と
し
て
章
を
立
て
て
い
る
が
、
そ

の
中
で
は
達
摩
が
中
国
の
「
初
祖
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
日
本
で
は

「
日
本
元
祖
也
、
故
、
師
ハ
此
門
下
祖
（
マ
マ
（ノ
初
祖
卜
称
奉
ル
」
と
し
て
道

元
を
「
初
祖
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、「
高
祖
」
と
は
述
べ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
初
祖
」
あ
る
い
は
「
曩
祖
」
と
し
て
の

道
元
観
は
中
世
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
道
元
以
降
、
例
え

ば
『
峨
山
和
尚
法
語
』
を
み
れ
ば
、「
夫
曹
洞
宗
ト
云
ヘ
ル
ハ
、
多
ノ

営
ミ
ナ
シ
、
是
向
上
ノ
風
流
ナ
ル
ヘ
シ
、
ユ
ヘ
ニ
五
家
ノ
高
祖
、
ノ
タ

マ
ワ
ク
、
夜
坐
更
闌
テ
眠
リ
マ
タ
到
ラ
ス（
（（
（

」
と
あ
り
、
禅
宗
五
家
の
祖

に
対
し
て
尊
称
す
る
。
こ
れ
は
、
中
国
以
来
の
、
あ
る
い
は
日
本
で
は

道
元
以
来
の
、
中
国
禅
宗
祖
師
に
対
す
る
「
高
祖
」
と
い
う
尊
称
を
中

世
禅
僧
が
引
き
継
い
だ
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
世
の
切
紙
を

み
る
と
、「
道
元
」「
道
元
和
尚
」「
永
平
道
元
和
尚
」
な
ど
と
呼
称
す

る
こ
と
が
多
く
、
道
元
は
「
高
祖
」
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ

ち
、
中
世
に
お
い
て
は
、
今
日
の
よ
う
に
「
高
祖
」
即
ち
道
元
と
い
う

わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
世
と
は
一
線
を
画
す
の
が
卍
山
ら
の
近
世
中
期
の
宗
学

者
で
あ
る
。
ま
ず
、
近
世
の
初
め
に
は
、
教
学
に
お
い
て
道
元
へ
の
回

帰
が
み
ら
れ
る
と
同
時
に
、
い
く
つ
か
の
刊
本
が
出
版
さ
れ
は
じ
め
た
。

例
え
ば
万
安
英
種
（
一
五
九
一
―
一
六
五
四
（
に
よ
る
道
元
の
語
録
へ

の
注
解
で
あ
る
『
永
平
元
禅
師
語
録
抄
』
が
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
（

に
、
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
（
に
は
『
永
平
初
祖
学
道
用
心
集
』
が

出
版
さ
れ
る
な
ど
し
た
が
、
い
ず
れ
も
道
元
に
対
し
て
「
高
祖
」
と
は

述
べ
ず
、「
初
祖
」
あ
る
い
は
「
道
元
禅
師
」「
道
元
和
尚
」
と
し
て
お

り
、
中
世
以
来
の
道
元
へ
の
尊
称
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
（、
永
平
寺
二
十
七
世
英
峻
が
永
建
寺

（
福
井
県
（
に
発
し
た
叢
林
の
掟
で
あ
る
壁
書
は
、

当
山　

初
祖
大
禅
師
、
為
像
季
不
正
師
学
、
有
警
誡
語
、
修
行
佛
道
者
、

先
須
信
佛
道
、
信
佛
道
者
須
信
自
己
、
云
々

と
述
べ
て
お
り（
（（
（

、『
学
道
用
心
集
』（
（（
（

か
ら
の
引
用
を
行
っ
て
い
る
。
道

元
の
こ
と
を
「
当
山
初
祖
大
禅
師
」
と
し
て
敬
し
て
お
り
、
ま
た
、
具

体
的
な
法
規
に
道
元
の
語
を
反
映
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
道
元
へ

の
教
学
的
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
ま
た
、
宝

慶
寺
文
書
の
、〔
永
平
寺
三
三
世
覚
海
書
状（

（（
（

〕
に
お
い
て
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
（
九
月
十
三
日
に
、
宝
慶
寺
に
対
し
て
「
高
祖
」
の
家
訓

を
守
る
よ
う
に
と
の
文
言
が
あ
り
、
十
七
世
紀
後
半
に
は
「
高
祖
」
道

元
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
が
こ
れ
は
稀
な
例
で
あ
る
。

　

卍
山
の
師
で
あ
る
月
舟
宗
胡
（
一
六
一
八
―
一
六
九
六
（
は
「
永
平

和
尚
」
と
す
る
こ
と
が
多
い
が
、「
永
平
和
尚
」
と
題
す
る
偈
の
中
で
、

「
永
平
真
古
仏
」
と
述
べ
て
い
る
用
例
が
あ
り
、
ま
た
解
制
の
示
衆
に
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三
二
七

も
「
曩
祖
永
平
古
佛
」
と
述
べ
る（
（（
（

。
こ
の
「
真
古
仏
」
と
い
う
表
現
は
、

例
え
ば
『
正
法
眼
蔵
』「
古
仏
」
巻
に
、

先
師
い
は
く
、
与
二
宏
智
古
仏
ト一
相
見
ス
。
は
か
り
し
り
ぬ
、
天
童
の
屋
裏

に
古
仏
あ
り
、
古
仏
の
屋
裏
に
天
童
あ
る
こ
と
を
。
圜
悟
禅
師
い
は
く
、

稽
首
ス
曹
渓
真
ノ
古
仏
。
し
る
べ
し
、
釈
迦
牟
尼
仏
よ
り
第
三
十
三
世
は
、

こ
れ
古
仏
な
り
と
稽
首
す
べ
き
な
り（
（（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
道
元
が
祖
師
に
対
し
て
「
古
仏
」
と
し
た
こ
と
に
由

来
す
る
。
ま
た
、
月
舟
は
大
乘
寺
開
山
の
徹
通
義
介
（
一
二
一
九
―
一

三
〇
九
（
に
対
し
て
で
は
あ
る
が
、「
開
山
高
祖
」
と
述
べ
て
お
り（
（（
（

、

「
高
祖
」
と
い
う
表
現
が
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
卍
山
の
師
で
あ
る
月

舟
に
よ
っ
て
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
さ
ら
に
自
覚
的
に
道
元
を
「
高
祖
」
と
し
て
い
っ

た
の
が
卍
山
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
の
禅
僧
た
ち
の
道
元
に
対

す
る
呼
称
を
、『
曹
洞
宗
全
書
』
所
収
の
語
録
か
ら
抽
出
し
て
表
に
し

た
も
の
が
【
表
２
】
で
あ
る
。

　

卍
山
以
前
の
禅
僧
が
「
高
祖
」
の
語
を
用
い
ず
、
卍
山
が
「
高
祖
」

と
し
て
の
道
元
を
尊
称
す
る
画
期
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
卍

山
も
「
元
和
尚
」「
永
平
古
仏
」
な
ど
と
い
う
呼
称
も
併
用
す
る
が
、

し
か
し
、『
鷹
峯
卍
山
和
尚
広
録
』
や
『
卍
山
和
尚
東
林
語
録
』
な
ど

様
々
な
著
作
で
「
永
平
高
祖
」
と
も
述
べ
る
。
さ
ら
に
、『
義
雲
和
尚

語
録
』
の
出
版
に
際
し
て
も
「
高
祖
」
と
道
元
を
尊
称
し
て
い
る（

（（
（

。
ま

た
、
卍
山
が
意
識
し
て
道
元
を
敬
っ
て
詠
ん
だ
偈
の
一
つ
に
遠
忌
の
際

表 （　卍山道白以前、近世禅僧の道元禅師への尊称

禅僧名 典籍名 道元への「高
祖」という尊称 備考 所収

万安英種
（（（（（―（（（（）

万安禅師文集 なし 「曩祖道元禅師」な
どと呼ぶ。

『続曹全』語録一

独庵玄光
（（（（0―（（（（）

護法集 なし 「道元」、「永平道元
禅師」などとする
が、「古仏」とはい
わない。高祖は、漢
の高祖に対するも
の。

『曹全』語録一

月舟宗胡
(（（（（―（（（（）

月舟和尚遺録、拾
遺

なし 「和尚」「古仏」など
と呼ぶ。曹渓慧能に
対して「高祖」と尊
称。

『曹全』語録二、『続
曹全』語録一

連山交易
（（（（（―（（（（）

帰蔵稿、帰蔵采逸
集

なし 「道元」「道元禅師」
「永平元公」などと
呼ぶ。

『曹全』語録二、『続
曹全』語録一

梅峯竺信
（（（（（―（（0（）

興聖梅峯禅師語
録・贅録

なし 「道元」、「和尚」や、
「師祖」、「古仏」と
も呼ぶ。隋の高祖に
対して「高祖」とす
る。

『曹全』語録二

卍山道白
（（（（（―（（（（）

鷹峰卍山和尚広録 あり 「高祖」「和尚」「古
仏」と呼ぶ。

『曹全』語録二
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三
二
八

に
詠
ま
れ
た
、「
賀
二
永
平
建
二
客
殿
一
偈
序
」
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、

「
営
二
我
高
祖
永
平
古
仏
四
百
五
十
年
之
遠
忌
一
」
と
述
べ
て
お
り
、

「
我
高
祖
永
平
古
仏
」
と
し
て
い
る（
（（
（

。
ま
た
、
先
述
の
卍
山
下
切
紙
に

お
い
て
も
「
永
平
高
祖
」
と
い
う
表
現
に
改
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
卍

山
が
道
元
を
指
す
の
に
相
応
し
い
も
の
と
し
て
「
高
祖
」
を
使
っ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
て
卍
山
が
道
元
を
「
高
祖
」
と
し
、

そ
の
世
代
以
降
の
宗
学
者
達
が
多
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
以
後
、「
高

祖
」
と
す
る
用
例
が
増
え
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

卍
山
の
弟
子
で
あ
る
三
州
白
龍
（
一
六
六
九
―
一
七
六
〇
（
も
や
は

り
道
元
を
「
永
平
高
祖
」
と
呼
ぶ
が（
（（
（

、
一
方
で
「
石
頭
高
祖
」
と
あ
る

よ
う
に
、
や
は
り
道
元
自
身
の
用
例
と
同
じ
く
、
高
祖
を
特
に
道
元
に

限
定
す
る
も
の
で
な
く
、
曹
洞
禅
の
歴
代
祖
師
に
対
し
て
も
使
っ
て
い

る
。
そ
の
他
、
損
翁
宗
益
（
一
六
四
九
―
一
七
〇
五
（（

（（
（

、
徳
翁
良
高

（
一
六
四
九
―
一
七
〇
九
（（
（（
（

、
面
山
瑞
方（
（（
（

、
万
仞
道
坦
（
一
六
九
八
―
一

七
七
五
（（

（（
（

、
瞎
道
本
光
（
一
七
一
〇
―
一
七
七
三
（（
（（
（

、
黄
泉
無
著
（
一
七

七
五
―
一
八
三
八
（（
（（
（

な
ど
、
卍
山
以
後
の
江
戸
期
の
宗
学
者
達
は
「
高

祖
」
の
用
語
を
用
い
る
。
ま
た
玄
透
即
中
（
一
七
二
九
―
一
八
〇
七
（

は
、「
高
祖
」
の
名
を
冠
し
た
伝
記
を
撰
し（
（（
（

、
永
平
寺
に
晋
住
し
た
後

も
道
元
の
五
百
五
十
回
忌
に
因
ん
で
『
正
法
眼
蔵
』
の
出
版
を
な
し
た

ほ
か
、
古
規
復
興
運
動
を
起
し
て
永
平
寺
の
中
興
と
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ

う
し
て
、
江
戸
期
の
宗
統
復
古
や
宗
学
の
勃
興
と
密
接
に
関
連
し
て

い
っ
た
僧
達
に
よ
っ
て
、「
高
祖
」
と
い
う
尊
称
が
宗
門
に
定
着
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
卍
山
や
三
州
な
ど
も
道
元
が
中
国
曹
洞
祖
師
達
を
「
高

祖
」
と
呼
称
し
た
よ
う
に
、「
石
頭
高
祖
」
や
「
洞
山
高
祖
」
な
ど
と

中
国
曹
洞
禅
に
連
な
る
人
々
も
「
高
祖
」
と
尊
称
し
た
。
ま
た
、
卍
山

自
身
も
道
元
を
「
元
祖
」
や
「
古
仏
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
、「
高

祖
」
と
い
う
尊
称
の
み
を
重
ん
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
重
要

な
の
は
、
卍
山
以
後
、
次
第
に
「
高
祖
」
と
い
え
ば
、
曹
洞
宗
に
お
い

て
は
道
元
禅
師
そ
の
人
を
指
し
て
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
卍
山
が
関
わ
っ
た
四
百
五
十
年
忌
か
ら
五
十
年
後
、
道
元
の
五
百

回
忌
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
文
書
に
「
高
祖
」「
高
祖
忌
」
な
ど

と
書
さ
れ
て
お
り（
（（
（

、
こ
の
五
十
年
間
に
は
、
道
元
す
な
わ
ち
「
高
祖
」

と
す
る
認
識
が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
中
世
以

来
の
「
永
平
忌
」
で
は
な
く
、「
高
祖
忌
」
と
し
て
用
意
さ
れ
た
遠
忌

は
、
こ
の
五
百
回
忌
が
初
め
て
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、「
永
平
高
祖
」

の
変
形
で
あ
る
、「
道
元
高
祖
」
や
「
承
陽
高
祖
」
も
卍
山
以
降
の
禅

僧
の
語
録
類
に
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
、
道
元
は
、
孝
明
天
皇
か
ら
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
（
に
仏
性
伝
東
国
師
、
明
治
天
皇
か
ら
明
治
十
二

年
（
一
八
七
九
（
に
承
陽
大
師
と
勅
諡
さ
れ
、
我
々
の
今
日
知
る
「
高

祖
承
陽
大
師
」
と
い
う
尊
称
が
成
立
し
、
一
般
的
と
な
っ
て
い
く
。

　
　
　

四
、
宗
統
復
古
運
動
と
切
紙
・
授
理
観
戒
脈

　

さ
て
、
切
紙
と
宗
統
復
古
と
の
関
連
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
、「
牌
前
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三
二
九

伝
法
切
紙
」
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
大
乘
寺
の
室
中
よ
り
発
生
し
た

切
紙
で
、
卍
山
の
編
纂
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
卍
山
真
筆
の
切
紙

を
多
く
含
む
大
乘
寺
蔵
の
卍
山
下
切
紙
に
は
入
項
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
内
容
を
あ
げ
れ
ば
、

　
　
　
　
　

牌
前
伝
法
切
紙

　

先
師
生
前
ノ
日
雖
レ
無
二ト
面
受
ノ
機
縁
一、
依
テ二
其
ノ
遺
嘱
ニ一
続
二
其
ノ
法
ヲ一
時
、

室
内
荘
厳
一
切
ノ
儀
式
与
レ
常
不
レ
異
、
但
机
上
ニ
安
二シ
テ
先
師
ノ
位
牌
ヲ一
致
二シ
テ

儀
式
ヲ
於
牌
前
ニ一
欽
テ
唱
ヘ二
請
法
ノ
語
ヲ一
□
（
如
（ニ
シ
テ
□
（
聴
（二ク
ヤ
付
法
ノ
□
（
語
（ □
（
而
（受

レ
之
也
、

後
来
□（請
老
（□
徳
ノ
人
ヲ一
令
レ
□（代
先
（□
師
ニ
雖
下
於
二
□
（
其
（面
前
ニ一
成
ト中
授
受
ノ
儀
上、
然
ハ

必
ス
安
二
位
牌
ヲ一
也
、
此
事
遠
ク
沿
下
投
子
青
禅
師
応
二シ
テ
大
陽
ノ
遺
嘱
ニ一
嗣
二
続

ノ
其
法
ヲ一
之
故
事
ニ上
也
、
若
シ
非
二シ
テ
受
嘱
ノ
人
ニ一
而
モ
謾
ニ
領
二
其
寺
ヲ一
称
二ス
ル
○「
其

法
子
ト一
者
ハ
不
レ
応
二
道
理
ニ一
、
大
ニ
違
ク二
永
平
高
祖
ノ
正
法
眼
蔵
面
受
巻
中
ノ

之
所
説
ニ一
、
但
シ
受
嘱
ノ
人
不
肖
匪
器
不
レ時
ハ
勝
ヘレ
続
ニ二
其
遺
法
ヲ一
、
則
先
師
之

法
嘱
同
門
ノ
人
等
、
平
心
ニ
衆
評
シ
選
テ二
器
量
ノ
人
一、
令
レ
□
（
代
（ラ二
其
人
ニ一
、
則

応
シレ
有
ル二
是
ノ
処
ロ一
盖
シ
不
レ
得
レ
止
コ
ト
ヲ
也
、
此
一
段
ノ
因
縁
実
ニ
宗
門
ノ
大
事
、

莫
レ下
存
二シ
テ
容
易
ノ
心
ヲ一
為
ニ二
識
者
ノ一
笑
上ハ
ル
ヽ
コ
ト
、
最
モ
可
二
謹
慎
一
者
也

　
　
　

元
禄
十
六
癸　

　

未
三
月
念
三
日

　
　
　

於
大
乗
室
中
拝
写
之　
　
　

玄
鏡

と
あ
り（

（（
（

、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
（
の
書
写
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に

大
乘
寺
室
中
に
定
め
置
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
卍
山
編
纂
で
あ
れ
ば
、

成
立
は
お
そ
ら
く
卍
山
の
大
乘
寺
住
持
期
間
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
内
容
は
、
面
授
に
よ
り
生
前
に
法
を
嗣
ぐ
べ
き
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
か
な
わ
な
か
っ
た
際
に
、
そ
の
遺
志
に
従
っ
て
位
牌
を
前
に
伝
法

す
る
心
得
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
先
師
よ
り
の
受

嘱
の
人
で
な
い
の
に
法
を
嗣
が
せ
る
の
は
、「
永
平
高
祖
」
の
「
正
法

眼
蔵
面
授
巻
」
の
内
容
に
違
え
る
の
だ
が
、
受
嘱
の
人
が
も
し
器
量
の

人
で
な
け
れ
ば
、
同
門
の
人
等
に
よ
っ
て
評
議
し
て
器
量
の
あ
る
人
に

先
師
の
遺
法
を
嗣
が
せ
る
こ
と
も
ま
た
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
決
し
て
容
易
に
伝
授
し
て
識
者
に
笑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
切
紙
は
大
乘
寺
本
の
卍
山
下
切
紙
に
は
入
項
し
て
い
な
い
が
、

そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
牌
前
伝
法
切
紙
を
含
む
卍
山
下

切
紙
の
類
本
も
存
在
す
る（
（（
（

。
こ
の
切
紙
は
大
乘
寺
の
室
中
に
残
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
宗
統
復
古
以
前
、
卍
山
の
大
乘
寺
住
持
時
代
に
書
か

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
こ
の
切
紙
は
、「
高
祖
」
の
「
面
授
巻
」

に
よ
る
べ
き
と
い
う
理
想
と
、
代
付
（
牌
前
嗣
法
（
に
対
す
る
現
実
的

妥
協
と
い
う
卍
山
の
宗
統
復
古
以
前
の
見
解
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の
と

し
て
、
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
卍
山
は
、
道
元
が
理
観
に
授
け
た
と
さ
れ
る
血
脈
で
あ
る

「
三
国
正
伝
菩
薩
戒
血
脈
」（
別
名
、〔
授
理
観
戒
脈
〕
と
い
う
（
を
書

写
し
て
お
り
、
こ
の
卍
山
本
も
各
地
に
写
本
が
存
在
す
る（

（（
（

。
卍
山
は
道

元
の
〔
授
理
観
戒
脈
〕
の
類
本
流
布
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
の
は
そ
の
最
下
部
で
あ
る
。
本
書
は
縦

に
三
段
に
な
っ
て
お
り
、
最
上
部
の
血
脈
と
二
段
目
に
記
さ
れ
る
本
文
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三
三
〇

は
〔
授
理
観
戒
脈
〕
の
単
な
る
書
写
で
あ
る
が
、
卍
山
は
最
下
段
に
自

ら
の
評
釈
を
記
し
て
い
る
。
血
脈
図
と
二
段
目
の
本
文
は
お
よ
そ
『
永

平
寺
史
料
全
書
』
所
収
の
も
の
と
同
様
な
の
で（
（（
（

、
最
下
部
の
卍
山
の
評

唱
部
の
み
、
静
居
寺
本
か
ら
次
に
掲
げ
よ
う
。

建
仁
栄
西
和
尚
先
在
此
方
、
登
テ二
叡
山
一
受
二
菩
薩
戒
一、
持
―

律
精
―

厳
自
然

ニ
通
レ
禅
ニ
○
後
入
―

宋
得
二
法
ヲ
於
東
林
敞
禅
師
ニ一
兼
テ
伝
二
大
戒
ヲ一
、
所
―

謂

菩
薩
戒
者
禅
―

門
一
大
事
因
縁
ト
云
者
ノ
是
レ
也
・
帰
―

朝
ノ
之
後
チ
○
製
二シ
テ
菩

薩
戒
ノ
之
血
脈
ヲ一
○
済
―

下
教
―

下
両
伝
双
―

聯
テ
以
テ
授
二
明
全
ニ一
○
全
授
二
道

元
一
○
後
ニ
元
和
尚
入
宋
シ
テ
○
得
二
法
ヲ
於
天
童
浄
禅
師
ニ一
○
兼
テ
伝ツ
ト
フ二
大
戒
ヲ一

与
下
西
和
尚
ノ
之
従
二
敞
禅
師
一
而
伝
ト上
○
一
般
也
○
帰
―

朝
之
始
、
猶
ヲ
以
二

明
所
―

伝
ノ
之
血
脈
ヲ一
○
授
二
理
観
ニ一
、
実
ニ
文
暦
二
年
中
秋
日
也
、
是
ノ
年
十

一
月
改
二
元
嘉
禎
ト一
○
嘉
禎
二
年
○
開
二
法
ヲ
於
興
聖
ニ一
以
来
・
親
ク
製
二
自

家
ノ
血
脈
ヲ一
、
済
―

下
洞
―

下
両
伝
双
―

聯
テ
而
其
ノ
製
ノ
之
為
レル
ヤ
様
、
乃
チ
西

和
尚
ノ
之
遺
意
ニ
シ
テ
而
所
ノ二
従
来
一ノ
カ
者
可
レ
観
ツ
耳
ノ
ミ
鳴
―

呼
○
西
○
元
両
和

尚
ノ
之
製
二ス
ル
血
脈
一ヲ
、
共
ニ
不
レ
忘
二
本
初
ノ
之
所
ヲ一レ
自ヲ

ル

、
可
レ
謂
用
心
純
厚
ニ
シ

テ
、
不
レ
同
二
今
人
ノ
之
軽
ク
捨
テレ
前
ヲ
単
ニ
取
ルレ
後
ヲ
者
ニ
也
○
此
ノ
授
二
理
―

観
ニ一

者
ノ
ハ
和
尚
ノ
之
親
―

筆
ニ
シ
テ
而
与
ト二
天
童
相
伝
ノ
之
嗣
書
一
同
ク
秘
二シ
テ
於
永
平

室
中
ニ一
、
今
マ
猶
ヲ
現
ニ
存
ス
焉
○
予
幸
ニ
得
テ二
此
ノ
写
本
一
紙
ヲ一
、
心
ニ
有
レリ
所
レ

感
前
言
件
―

之
書
シ
テ
以
テ
伝
二
後
毘
一
矣
○
或
人
ノ
―

曰
、
此
―

中
所
―

謂
明
全
ハ

者
其
ノ

伝
不
スレ

詳
ツ
マ
ヒ
ラ
カ
ナ
ラ

○
未
―

審
何
―

等
ノ
人
物
ヲ
ヤ
耶
○
予
云
、
曽
テ
見
ル二
永

平
十
世
建
撕
和
尚
ノ
之
記
―

録
ヲ一
、
其
ノ
―

中
ニ
云
、
明
全
又
ハ
曰
二
行
勇
ト一
○

即
仏
樹
禅
師
也
○
又
元
和
尚
帰
朝
以
来
、
作
テ二
弁
道
法
語
ヲ一
示
テレ
衆
ニ
云
、

予
自
二
発
心
求
法
一
以
来
タ
訪
イ二
智
―

識
於ヲ

我
朝
之
遍
方
ニ一
、
因
ニ
見
エ二
建
仁
ノ

全
公
ニ一
相
―

隨
、
霜
年
速
ニ
経
二
九
回
ヲ一
、
聊
聴
二
臨
済
ノ
家
風
ヲ一
○
全
公
ハ
者

為
二
祖
師
西
和
尚
之
上
足
ト一
、
独ヒ
ト
リ正

二
伝
ス
無
上
仏
法
ヲ一
、
非
二
敢
テ
余
輩
ノ
之

可
キ一レ
並
フ
也
○
又
永
平
広
録
ノ
中
ニ
有
リ下
為
二メ
ニ
仏
樹
禅
師
ノ一
上
堂
上
、
語
中
慇
―

懃
恰
如
シ二
弟
子
ノ
之
酬
レ
師
ニ
者
一
与
二
法
語
ノ
之
所
―

説
一
符
―

号
ス
焉
、由
テレ
之
ニ

観
レバ
レ
此
ヲ
、
則
雖
二
其
ノ
伝
不
一レ
詳
又
不
レ
可
レ
疑
フレ
為
二
西
和
尚
之
真
嗣
一
也

　

旹
元
禄
十
二
年
龍
舍
己
卯
仲
春
廿
八
日
鷹
峰
閑
人　

卍
山
書

と
す
る
。
以
下
、
こ
の
本
を
〔
卍
山
評
唱
授
理
観
戒
脈
〕
と
呼
ぶ
。
こ

の
〔
卍
山
評
唱
授
理
観
戒
脈
〕
が
書
さ
れ
た
の
は
、
宗
統
復
古
の
た
め

に
卍
山
が
江
戸
に
下
る
前
年
で
あ
る
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
（、
卍

山
六
十
四
歳
の
年
で
あ
る
。
卍
山
の
評
釈
に
は
、
道
元
の
師
で
あ
る
明

全
（
一
一
八
四
―
一
二
二
五
（
に
対
し
て
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

明
全
は
、
栄
西
（
一
一
四
一
―
一
二
一
五
（
の
弟
子
で
あ
り
、
建
仁
寺

に
お
い
て
退
耕
行
勇
（
一
一
六
三
―
一
二
四
一
（
の
弟
弟
子
に
あ
た
る

人
で
あ
り
、
道
元
と
と
も
に
入
宋
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
中
世
以
来
、

「
明
全
」
の
別
名
が
「
行
勇
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
同
一
人
物
と
思
わ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
卍
山
は
『
建
撕
記
』
を
引
い
て
、
明
全
が

ま
た
の
名
を
行
勇
と
い
い
、
仏
樹
禅
師
で
あ
る
と
の
伝
承
を
紹
介
す
る

の
で
あ
る（

（（
（

。

　

卍
山
は
、
明
全
が
栄
西
の
嗣
法
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
こ
と
が

で
き
な
い
事
実
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
評
唱
は
、『
建
撕

記
』
に
「
御
弟
子
明
全
、
或
ハ
仏
樹
、
或
行
勇
禅
師
ト
申
也
」「
永
平
ノ
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三
三
一

法
語
、
仏
樹
先
師
忌
辰
ノ
陞
座
在
リ
。
此
ヲ
以
テ
思
量
ス
ル
ニ
、
仏
樹
ハ
師
ノ

師
匠シ
エ
ウ也
」
と
あ
る
記
事
を
卍
山
が
参
照
に
し
て
書
し
た
と
考
え
ら
れ
る（
（（
（

。

　

ち
な
み
に
、
卍
山
の
弟
子
の
世
代
の
禅
僧
の
認
識
を
み
て
み
れ
ば
、

卍
山
下
の
卍
海
宗
珊
（
一
七
〇
七
―
一
七
六
七
（
は
『
鷹
峯
卍
山
和
尚

禅
戒
訣
註
解
』
の
中
で
、「
明
全
行
勇
」
と
し
て
お
り
、
明
全
は
行
勇

と
混
同
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
（（
（

。

　

さ
て
、
さ
ら
に
続
く
卍
山
の
評
唱
は
、
こ
の
戒
脈
が
江
戸
時
代
の
曹

洞
宗
と
の
関
係
に
お
い
て
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か

を
示
し
て
い
る
。
も
と
も
と
、
栄
西
は
、
日
本
の
叡
山
に
お
い
て
出
家

し
て
菩
薩
戒
を
受
け
た
が
、
ま
た
入
宋
し
て
禅
家
の
「
大
戒
」（
菩
薩

戒
（
を
受
け
て
帰
朝
し
、
そ
れ
は
禅
家
の
一
大
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
栄
西
は
帰
朝
後
に
、
比
叡
山
と
臨
済
下
の
両
系
統
と
を
連
ね

た
血
脈
を
製
し
、
明
全
に
授
け
、
明
全
は
道
元
に
授
け
た
も
の
だ
と
い

う
。
つ
ま
り
、
卍
山
に
よ
れ
ば
、
こ
の
〔
授
理
観
戒
脈
〕
は
、
栄
西
が

も
と
に
受
け
た
法
を
捨
て
ず
、
叡
山
・
臨
済
双
方
の
法
系
を
記
し
た
血

脈
を
製
し
て
明
全
に
与
え
、
そ
れ
を
道
元
が
伝
え
た
証
と
い
う
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
同
様
に
道
元
は
、
栄
西
と
同
じ
く
臨
済
・
曹
洞
双
方
の

流
れ
を
記
し
た
血
脈
を
自
作
し
て
門
下
に
与
え
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

道
元
が
そ
う
し
た
こ
と
を
行
っ
た
の
は
栄
西
の
「
遺
意
」
と
す
る
。
そ

れ
と
同
時
に
、
卍
山
は
、
今
の
人
が
伽
藍
相
続
し
て
寺
院
を
移
り
変
わ

る
ご
と
に
、
前
法
を
捨
て
軽
ん
じ
る
こ
と
を
歎
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、

卍
山
に
と
っ
て
は
、
栄
西
・
道
元
自
身
が
複
数
の
血
脈
を
伝
え
て
い
た

こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。『
宗
統
復
古
志
』
に
よ
れ
ば
、
ま

た
卍
山
が
こ
の
戒
脈
を
記
し
た
年
、
永
平
寺
に
お
い
て
は
卍
山
の
戒
弟

で
あ
る
石
牛
天
粱
（
一
六
三
八
―
一
七
一
四
（
が
大
中
寺
か
ら
永
平
寺

に
晋
住
し
て
お
り
、
卍
山
は
石
牛
に
宗
統
復
古
の
同
意
を
取
り
付
け
て

い
る（
（（
（

。
血
脈
重
受
を
可
と
し
、
い
わ
ゆ
る
伽
藍
法
の
法
系
を
も
捨
て
な

い
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
の
前
や
訴
訟
中
に
も
関
係
者
に
語

ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る（
（（
（

。

　

石
牛
は
一
師
印
証
へ
の
訴
願
に
お
い
て
、
卍
山
の
意
思
に
従
わ
な

か
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
が
、
伽
藍
法
の
法
系
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
を
捨

て
る
こ
と
を
も
惜
し
む
発
言
を
し
た
こ
と
の
み
に
関
し
て
い
え
ば
、
前

法
・
後
法
の
両
方
所
持
す
る
こ
と
を
説
い
た
卍
山
の
意
思
に
必
ず
し
も

反
す
る
も
の
と
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
卍
山
に
親
交
が
あ
っ
た
總

持
寺
央
山
が
主
導
す
る
形
で
議
論
が
進
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
が
、
嗣
書
の
一
度
の
み
の
授
与
・
血
脈
・
大
事
の
重
受
と
い
う
卍
山

案
へ
の
合
意
と
い
う
方
向
へ
、
卍
山
の
意
思
を
受
け
て
央
山
が
動
い
て

い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
卍
山
が
一
師
印
証
へ
の
復
古
を
幕
府

に
直
訴
し
た
結
果
、
永
平
寺
・
總
持
寺
・
関
三
刹
・
江
戸
三
ヶ
寺
な
ど

十
一
ヵ
寺
の
合
議
が
な
さ
れ
た
が
議
論
が
紛
糾
し
た
。
そ
し
て
、
最
初

に
伝
授
さ
れ
た
嗣
書
・
血
脈
・
大
事
の
う
ち
嗣
書
の
み
再
授
は
不
可
と

し
、
伽
藍
相
続
の
際
に
は
血
脈
・
大
事
の
重
受
と
い
う
「
口
上
書
」
が

卍
山
側
か
ら
提
出
さ
れ
、
再
度
の
合
議
に
よ
っ
て
議
論
が
决
着
し
、
卍

山
ら
の
案
が
通
っ
た
と
い
う
経
緯
を
た
ど
っ
た（
（（
（

。『
宗
統
復
古
志
』
に
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三
三
二

は
、
具
体
的
に
一
師
印
証
を
如
何
と
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

卍
山
に
よ
る
三
物
授
受
の
具
体
案
が
初
め
て
記
さ
れ
た
「
口
上
書
」
が

収
載
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
嗣
書
は
一
師
印
証
、
血
脈
・
大
事
は
重
受

と
す
る
案
が
示
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
卍
山
の
案
を
、
宗
統
復
古
の
為
に

江
戸
へ
卍
山
が
向
か
う
前
年
に
記
さ
れ
た
〔
卍
山
評
唱
授
理
観
戒
脈
〕

と
比
較
し
た
場
合
、
矛
盾
し
な
い
。
卍
山
に
よ
る
「
口
上
書
」
の
案
は
、

一
師
印
証
と
伽
藍
法
の
存
続
を
両
立
さ
せ
る
折
衷
案
と
い
う
側
面
が
あ

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
幕
府
や
反
対
派
と
の
議
論
を
通
じ
て
急

遽
出
さ
れ
た
折
衷
案
で
あ
っ
た
か
に
関
し
て
は
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
卍
山
が
〔
卍
山
評
唱
授
理
観
戒
脈
〕
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
血
脈

重
授
を
可
と
し
、
前
法
・
後
法
と
も
に
捨
て
る
こ
と
を
避
け
る
べ
き
と

い
う
見
解
を
、
栄
西
・
道
元
ら
に
そ
の
根
拠
を
求
め
つ
つ
、
幕
府
へ
の

直
訴
以
前
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
点
と
し
て

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

戦
乱
の
時
代
が
終
わ
り
、
十
七
世
紀
に
な
る
と
寺
院
建
立
・
復
興
が

行
わ
れ
る
な
か
で
、
寺
院
内
聖
教
の
収
集
と
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
聖
教
の
刊
行
が
進
む
こ
と
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
文
献
主
義
的

な
批
判
も
加
え
ら
れ
、「
取
捨
・
選
択
」
の
対
象
と
な
っ
て
い
く
。

　

切
紙
に
つ
い
て
も
「
収
集
・
統
合
」
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ

を
中
世
言
説
・
秘
説
の
「
収
集
・
統
合
」
の
営
為
の
延
長
と
捉
え
る
な

ら
ば
、
お
お
む
ね
百
二
十
通
も
の
切
紙
集
成
と
い
う
形
態
を
持
つ
卍
山

下
切
紙
は
中
世
の
切
紙
編
纂
の
一
つ
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
、
卍
山
下
切
紙
は
、「
収
集
・
統
合
」
へ
の
志
向
を
持
つ
と
同

時
に
、「
或
家
」
の
参
話
や
「
中
古
ノ
参
話
」
へ
の
批
判
を
記
し
て

「
取
捨
・
選
択
」
す
る
志
向
を
兼
ね
備
え
た
も
の
で
あ
り
中
世
切
紙
の

到
達
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
面
山
瑞
方
『
洞
上
室
内
断
紙
揀
非
私
記
』

に
通
じ
て
い
く
近
世
に
お
け
る
切
紙
批
判
の
先
駆
け
で
も
あ
る
と
捉
え

ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
卍
山
が
血
脈
の
重
受
を
可
と
す
る
理
論
的
根
拠
を
江
戸
下
向

以
前
に
有
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
宗
統
復
古
の
結
果
で
あ
る
伽
藍

法
に
お
け
る
血
脈
・
大
事
の
重
受
を
単
な
る
妥
協
案
と
も
言
え
な
い
こ

と
を
指
摘
し
た
。
伽
藍
を
移
り
変
わ
る
ご
と
に
、
以
前
嗣
い
だ
法
が
捨

て
ら
れ
る
当
時
の
嗣
法
制
度
に
お
い
て
は
、
卍
山
ら
の
明
峰
派
が
輩
出

し
た
人
材
が
、
寺
院
数
の
多
い
峨
山
派
の
寺
院
に
入
っ
た
場
合
、
そ
う

し
た
人
も
み
な
峨
山
派
に
派
を
変
え
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
卍
山

が
一
師
印
証
へ
の
復
古
を
な
し
た
こ
と
は
、
峨
山
派
の
伽
藍
に
月
舟
・

卍
山
の
中
興
に
よ
っ
て
明
峰
派
の
人
が
晋
住
し
た
際
に
も
、
法
系
が
塗

り
替
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
明
峰
派
の
中
興
の
制
度
上
の
基
盤

と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。「
法
は
明
峰
、
伽
藍
は
峨

山
」
と
い
う
言
葉
は
人
口
に
膾
炙
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
嗣
法

の
法
系
は
明
峰
派
で
あ
る
が
、
伽
藍
法
は
峨
山
派
で
あ
る
、
と
い
っ
た

近
世
宗
統
復
古
以
降
の
明
峰
派
が
盛
ん
な
状
況
を
踏
ま
え
た
語
で
あ
る
。
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三
三
三

こ
う
し
た
状
況
は
、
卍
山
に
よ
る
一
師
印
証
改
革
が
な
け
れ
ば
成
就
し

な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
卍
山
の
切
紙
編
纂
に
、
こ
う
し
た
明
峰

派
の
中
興
と
い
う
側
面
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
、

「
法
は
明
峰
」
の
一
側
面
と
し
て
、
卍
山
下
切
紙
が
全
国
に
流
布
し
て

い
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
で
は
、
卍
山
下
切
紙
に
は
、
中
世
以
来
の
「
道

元
和
尚
」
と
い
う
道
元
へ
の
尊
称
を
、「
高
祖
」
と
い
う
尊
称
に
改
変

し
た
も
の
が
あ
る
点
に
注
目
し
た
。「
高
祖
」
と
い
う
尊
称
の
流
布
は
、

卍
山
以
降
の
定
着
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
十
七
世
紀
『
正

法
眼
蔵
』
研
究
の
過
程
で
、
道
元
自
身
の
他
の
祖
師
に
対
し
て
「
高

祖
」
と
尊
称
し
た
用
例
が
再
発
見
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た

「
道
元
和
尚
」
な
ど
に
か
わ
っ
て
道
元
を
敬
う
尊
称
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
も
の
と
し
て
、
卍
山
に
よ
っ
て
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
後
、
卍
山
下
切
紙
や
、
宗
学
者
達
の
語
録
や
刊
本
あ
る
い
は
口
頭
な

ど
で
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
無
論
、「
高
祖
」

は
、
江
戸
期
に
発
生
し
た
尊
称
と
い
う
面
の
み
で
は
な
く
、
道
元
は
中

世
よ
り
「
初
祖
」「
曩
祖
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
初

祖
観
の
延
長
に
あ
る
も
の
で
も
あ
る（

（（
（

。
ま
た
、
道
元
へ
の
尊
崇
は
、
永

平
寺
の
七
堂
伽
藍
に
お
い
て
最
も
高
い
位
置
に
存
在
す
る
道
元
の
廟
、

承
陽
殿
の
配
置
そ
の
も
の
と
い
う
形
で
、
永
平
寺
の
現
実
空
間
に
お
い

て
常
に
体
現
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ
う
し
た
道
元
の
祖
師
と
し
て
の
尊
さ
を

示
す
に
お
い
て
も
「
高
祖
」
と
い
う
尊
称
は
、
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て
卍
山
が
な
し
た
「
高
祖
」
と
い
う
道
元
へ
の
尊
称
の
採
用

と
定
着
は
、
曹
洞
宗
史
の
上
で
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
日
の

宗
学
者
達
が
自
明
の
ご
と
く
用
い
る
「
高
祖
」
す
な
わ
ち
道
元
と
い
う

認
識
も
、
卍
山
と
そ
れ
に
連
な
る
江
戸
宗
学
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の

な
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
切
紙
な
ど
の
い
わ
ば
秘
伝
に
属
す
る
書
物
は
、
宗

門
史
・
思
想
史
と
あ
ま
り
関
わ
り
を
も
っ
て
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

が
、
本
論
で
は
卍
山
を
中
心
に
、
そ
の
宗
統
復
古
運
動
と
室
中
の
秘
書

と
の
関
連
を
述
べ
て
き
た
。
切
紙
も
ま
た
、
単
に
書
写
さ
れ
て
相
伝
さ

れ
る
典
籍
で
は
な
い
。
当
時
の
人
々
の
思
想
が
反
映
さ
れ
改
変
さ
れ
う

る
も
の
で
あ
り
、
近
世
に
お
い
て
は
卍
山
の
宗
統
復
古
運
動
と
も
決
し

て
無
縁
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
御
寺
院

様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
文
書
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
（ 

石
川
力
山
『
禅
宗
相
伝
資
料
の
研
究
』
法
蔵
館
二
〇
〇
一

（
２
（ 
石
川
力
山
氏
前
掲
書
、
上
、
二
四
一
頁

（
３
（ 
飯
塚
氏
は
『
永
平
寺
史
料
全
書
』
禅
籍
編
の
共
同
執
筆
者
で
も
あ
り
、
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三
三
四

そ
の
成
果
は
「
林
下
曹
洞
宗
に
お
け
る
相
伝
史
料
研
究
序
説
（
一
（
永
平

寺
所
蔵
史
料
（
上
（」（『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
研
究
紀
要
』
六
六
号
、
二
〇

〇
八
（、「
林
下
曹
洞
宗
に
お
け
る
相
伝
史
料
研
究
序
説
（
二
（
永
平
寺
所

蔵
史
料
（
下
（」（『
駒
澤
大
学
佛
教
學
部
論
集
』
三
九
号
、
二
〇
〇
八
（
が

永
平
寺
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
、
続
い
て
「
林
下
曹
洞
宗
に
お
け
る
相
伝

史
料
研
究
序
説
（
三
（
大
安
寺
史
料
を
中
心
に
し
て
」（『
駒
澤
大
学
佛
教

學
部
研
究
紀
要
』
六
七
号
、
二
〇
〇
九
（、「
林
下
曹
洞
宗
に
お
け
る
相
伝

史
料
研
究
序
説
（
四
（
大
安
寺
史
料
を
中
心
に
し
て
（
続
（」（『
駒
澤
大
学

佛
教
學
部
論
集
』
四
〇
号
、
二
〇
〇
九
（
と
し
て
大
安
寺
の
切
紙
に
つ
い

て
論
述
さ
れ
て
い
る
。

（
４
（ 

永
光
寺
を
は
じ
め
と
す
る
曹
洞
宗
の
輪
住
制
に
つ
い
て
は
非
常
に
詳
細

な
研
究
が
伊
藤
良
久
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
（ 「
六
字
大
事
血
脉
」（
正
法
寺
文
書
（
な
ど
。

（
６
（ 

こ
の
詰
問
と
書
状
に
よ
る
返
答
は
、
舘
残
翁
『
永
光
禅
寺
住
山
記
の
研

究　

巻
上
』
一
九
四
四
に
詳
し
い
。

（
７
（ 

石
川
力
山
氏
前
掲
書

（
８
（ 

拙
稿
「
彦
根
清
凉
寺
開
山
愚
命
祥
察
の
伝
記
史
料
と
雙
林
寺
文
書
」

（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
一
二
号
、
二
〇
一
一
（ 

（
９
（ 

拙
稿
「
近
世
前
期
禅
僧
と
秘
書
授
受
―
三
州
八
名
郡
中
宇
利
村
慈
廣
寺

高
山
伝
虎
の
事
例
を
中
心
に
―
」（『
駒
沢
史
学
』
六
八
号
、
二
〇
〇
七
（、

「
慈
廣
寺
所
蔵
典
籍
・
切
紙
と
住
持
の
教
義
・
教
養
」（『
慈
廣
寺
史
』
慈
廣

寺
二
〇
一
一
（

（
⓾
（ 

広
瀬
良
弘
『
禅
宗
地
方
展
開
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
一
九
八
八
（
に

お
い
て
三
河
の
中
本
寺
寺
院
の
成
立
年
代
を
分
析
し
て
お
り
、
戦
国
期
か

ら
近
世
初
頭
に
曹
洞
宗
寺
院
建
立
が
多
く
な
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
⓫
（ 『
永
平
寺
史
料
全
書
』
禅
籍
編
一
巻
、
大
本
山
永
平
寺
二
〇
〇
二
、
一
〇

三
〇
頁

（
⓬
（ 

い
ず
れ
も
大
乘
寺
蔵
。
特
に
卍
山
に
よ
る
南
英
謙
宗
（
一
三
八
七
―
一

四
五
九)

の
『
重
離
畳
変
訣
』
の
大
乘
寺
へ
の
安
置
は
、
松
田
陽
志
氏
の
呈

示
さ
れ
た
五
位
説
の
議
論
と
も
大
き
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
参
照
さ
れ
た

い
。
松
田
陽
志
「
室
内
三
物
論
と
五
位
説
（
二
（
―
天
桂
の
卍
山
批
判
に

お
け
る
血
脈
・
大
事
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
―
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
一

五
号
、
二
〇
〇
二
（

（
⓭
（ 

安
藤
嘉
則
『
中
世
禅
宗
文
献
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
二
〇
〇
〇

（
⓮
（ 

拙
稿
「
大
乘
寺
本
「
百
二
十
通
切
紙
」
の
考
察
と
翻
刻
（
一
（
―
卍
山

道
白
編
纂
の
禅
宗
相
伝
書
―
」（『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』

四
五
号
、
二
〇
一
二
（

（
⓯
（ 

松
田
陽
志
「
卍
山
道
白
の
五
位
説
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
四
一
号
、

一
九
九
九
（

（
⓰
（ 

拙
稿
、
前
掲
註
一
四

（
⓱
（ 
拙
稿
、
前
掲
註
一
四

（
⓲
（ 
面
山
瑞
方
『
洞
上
室
内
断
紙
揀
非
私
記
』
に
よ
れ
ば
、
永
平
寺
室
中
に

は
、
百
二
十
通
の
切
紙
を
書
し
て
ま
と
め
た
冊
子
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、

そ
れ
も
卍
山
下
切
紙
の
写
本
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。



卍
山
道
白
の
切
紙
編
纂
と
そ
の
周
辺
―
「
高
祖
」
顕
彰
と
宗
統
復
古
―
（
広
瀬
（

三
三
五

（
⓳
（ 

三
重
県
広
泰
寺
蔵
。
多
田
實
道
「
曹
洞
宗
に
お
け
る
住
吉
明
神
信
仰
」

（『
神
道
史
研
究
』
五
六
号
、
二
〇
〇
八
（
に
翻
刻
。

（
⓴
（ 『
道
元
禅
師
全
集
』
二
巻
、
春
秋
社
一
九
九
三
、
三
〇
〇
頁
。
以
下
、

『
道
元
禅
師
全
集
』
は
こ
の
春
秋
社
本
を
用
い
る
。

（
㉑
（ 

東
隆
眞
『
乾
坤
院
本　

伝
光
録
』
隣
人
社
一
九
七
〇

（
㉒
（ 

成
簣
堂
文
庫
蔵
、
桐
野
好
覚
・
松
田
陽
志
・
飯
塚
大
展
・
岩
永
正
晴

（
共
同
研
究
（「
中
世
曹
洞
宗
典
籍
の
研
究　

山
雲
海
月
研
究
（
一
（」（『
宗

学
研
究
紀
要
』
一
三
号
、
二
〇
〇
〇
（
に
翻
刻
。

（
㉓
（ 「
永
建
寺
壁
書
」（
福
井
県
永
建
寺
文
書
（

（
㉔
（ 『
道
元
禅
師
全
集
』
五
巻
、
三
六
頁

（
㉕
（ 

福
井
県
宝
慶
寺
文
書

（
㉖
（ 『
月
舟
和
尚
遺
録
』（『
曹
洞
宗
全
書
』「
語
録
二
」（

（
㉗
（ 『
道
元
禅
師
全
集
』
一
巻
、
八
八
頁

（
㉘
（ 〔
月
舟
授
与
卍
山
付
法
状
〕（
京
都
府
源
光
菴
文
書
（

（
㉙
（ 『
曹
洞
宗
全
書
』
語
録
二
、
四
三
七
頁
な
ど
。

（
㉚
（ 

こ
の
当
時
の
永
平
寺
の
住
持
は
、
融
峰
本
祝
（
？
―
一
七
〇
〇
（
で
、

「
勧
化
疏
」
に
て
「
日
本
曹
洞
諸
祖
諸
位
禅
師
之
大
祖
勅
賜
仏
法
禅
師
四
百

五
十
年
之
諱
日
也
」
と
述
べ
て
お
り
、「
高
祖
」
が
一
般
的
な
尊
称
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
融
峰
の
「
勧
化
疏
」
と
卍
山
の
「
賀
二
永
平
建
二

客
殿
一
偈
序
」
は
、『
永
平
寺
史
』
下
、
八
三
六
―
八
三
八
頁
に
一
部
翻
刻

さ
れ
て
い
る
（。

（
㉛
（ 『
妙
玄
白
龍
和
向
語
録
』（『
曹
洞
宗
全
書
』「
語
録
三
」（

（
㉜
（ 『
損
翁
宗
益
略
録
』（『
続
曹
洞
宗
全
書
』「
語
録
一
」（

（
㉝
（ 『
続
日
域
洞
上
諸
祖
伝
』「
洞
雲
寺
金
岡
兼
禅
師
伝
」（『
曹
洞
宗
全
書
』

史
伝
巻
上
（

（
㉞
（ 『
洞
上
僧
堂
清
規
考
訂
別
録
』（『
曹
洞
宗
全
書
』「
清
規
」（

（
㉟
（ 『
室
内
三
物
秘
弁
』

（
㊱
（ 『
先
師
尼
見
』

（
㊲
（ 『
永
平
高
祖
行
状
記
』（『
曹
洞
宗
全
書
』「
史
伝
」（

（
㊳
（ 『
永
平
高
祖
行
実
紀
年
略
』（『
続
曹
全
』「
史
伝
」（

（
㊴
（ 

鏡
島
元
隆
「
玄
透
即
中
と
古
規
復
興
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
巻

一
号
、
一
九
五
八
（

（
㊵
（ 「
衣
鉢
寮
留
書
簿
」「
能
山
専
使
留
」（『
永
平
寺
史
』
下
、
九
七
八
―
九

七
九
頁
に
一
部
翻
刻
（

（
㊶
（ 

静
岡
県
静
居
寺
文
書

（
㊷
（ 

新
潟
県
諸
上
寺
文
書
。
石
川
力
山
『
禅
宗
相
伝
資
料
の
研
究
』
法
蔵
館

二
〇
〇
一
、
上
、
四
二
三
頁
に
翻
刻
。

（
㊸
（ 

卍
山
下
切
紙
の
編
纂
年
代
に
つ
い
て
は
数
次
に
渡
っ
た
が
（
拙
稿
、
前

掲
註
一
四
（、
お
お
よ
そ
、「
百
二
十
通
切
紙
」（
大
乘
寺
本
（
所
収
の
切
紙

の
編
纂
年
代
は
、
卍
山
の
大
乘
寺
在
住
中
の
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
（
―

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
（
の
編
纂
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
㊹
（ 

静
岡
県
静
居
寺
文
書
、
三
重
県
仏
光
寺
文
書
な
ど
。

（
㊺
（ 『
永
平
寺
史
料
全
書
』
禅
籍
編
、
一
巻
、
六
三
一
―
六
四
二
頁
に
翻
刻
、

解
説
。



卍
山
道
白
の
切
紙
編
纂
と
そ
の
周
辺
―
「
高
祖
」
顕
彰
と
宗
統
復
古
―
（
広
瀬
（

三
三
六

（
㊻
（ 『
道
元
禅
師
全
集
』
十
一
巻
所
収
の
『
道
元
和
尚
広
録
』
に
よ
れ
ば
、
四

三
五
番
目
の
上
堂
に
あ
た
る
。

（
㊼
（ 『
建
撕
記
』
に
は
諸
本
あ
る
。
瑞
長
本
・
明
州
本
・
延
宝
本
な
ど
は
成
立

年
代
か
ら
し
て
卍
山
が
そ
の
類
本
を
参
照
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
同
様
の
記
述
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
卍
山
の
弟
子
で
あ
る
大

乘
寺
二
十
八
世
明
州
珠
心
（
一
六
三
六
―
一
七
二
四
（
が
書
写
し
た
明
州

本
『
建
撕
記
』（
河
村
孝
道
『
諸
本
対
校
永
平
開
山
道
元
禅
師
行
状
建
撕

記
』
大
修
館
書
店
一
九
七
五
、
八
―
九
頁
（
に
よ
っ
た
。

（
㊽
（ 『
曹
洞
宗
全
書
』「
禅
戒
」
三
五
九
頁
。
そ
の
一
方
で
面
山
は
、『
仏
祖
正

伝
大
戒
訣
』
に
お
い
て
、
明
全
が
栄
西
の
弟
子
で
あ
り
、
道
元
が
明
全
よ

り
戒
を
受
け
た
こ
と
、
天
童
了
然
寮
に
お
い
て
寂
し
た
こ
と
な
ど
を
記
し
、

仏
樹
禅
師
明
全
の
為
の
上
堂
が
存
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
し
か
し
、
行
勇

と
同
一
人
物
と
す
る
説
は
挙
げ
て
い
な
い
（
面
山
瑞
方
『
仏
祖
正
伝
大
戒

訣
』
上
、『
曹
洞
宗
全
書
』「
禅
戒
」
九
〇
頁
（。

（
㊾
（ 『
宗
統
復
古
志
』『
曹
洞
宗
全
書
』
上
、
五
四
五
頁

（
㊿
（ 

ち
な
み
に
、
宗
統
復
古
後
に
書
さ
れ
た
『
卍
山
和
尚
洞
門
衣
袽
集
』
に

も
〔
授
理
観
戒
脈
〕
に
つ
い
て
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
永
平

寺
に
道
元
の
自
筆
本
が
存
在
し
、「
無
得
禅
師
」
こ
と
永
平
寺
三
十
六
世
融

峰
本
祝
（
？
―
一
七
〇
〇
（
よ
り
卍
山
が
拝
謁
を
許
さ
れ
、
写
本
を
得
た

こ
と
を
記
す
。
卍
山
は
、
今
時
の
曹
洞
禅
僧
達
が
容
易
に
昔
の
法
を
捨
て

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
道
元
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
か
っ
た
こ
と

を
讃
え
て
い
る
（『
曹
洞
宗
全
書
』「
室
中
・
法
語
・
頌
古
・
偈
頌
・
寺
誌
・

金
石
分
類
」
一
二
五
頁
（。
ま
た
、
年
代
か
ら
い
え
ば
、
卍
山
の
戒
弟
で
も

あ
っ
た
永
平
寺
住
持
石
牛
の
関
与
も
考
え
ら
れ
る
。

（
�
（ 『
宗
統
復
古
志
』（『
続
曹
洞
宗
全
書
』「
室
中
」（

（
�
（ 

大
事
の
重
受
に
関
し
て
は
、
本
論
で
は
触
れ
な
か
っ
た
。
大
事
の
重
受

と
、
卍
山
の
直
訴
の
議
論
の
経
緯
は
、
松
田
陽
志
氏
が
詳
細
に
分
析
さ
れ

て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
詳
述
し
な
い
。
松
田
陽
志
「
室
内
三
物
論
と
五

位
説
（
一
（
―
卍
山
・
田
翁
の
血
脈
・
大
事
重
受
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
宗

学
研
究
紀
要
』
一
三
号
、
二
〇
〇
〇
（
を
参
照
の
こ
と
。 

（
�
（ 

曹
洞
宗
の
師
祖
た
る
洞
山
の
「
再
誕
」
が
道
元
で
あ
る
と
の
見
解
が
中

世
か
ら
『
建
撕
記
』
に
記
さ
れ
る
。
江
戸
期
の
『
道
元
和
尚
行
録
』
や

『
月
舟
和
尚
遺
録
』
な
ど
に
も
あ
り
、
卍
山
も
「
永
平
実
洞
山
後
身
。
其
所

説
如
レ
此
。
豈
可
レ
不
レ
信
哉
」
と
述
べ
て
い
る
。
道
元
が
洞
山
の
再
誕
で
あ

る
、
と
す
る
認
識
を
卍
山
が
持
っ
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
岩
永
正
晴

氏
よ
り
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
�
（ 

徳
野
崇
行
氏
に
よ
れ
ば
、
永
平
寺
に
お
い
て
は
高
祖
の
廟
所
で
あ
る
承

陽
殿
と
住
持
（
貫
首
（
の
住
ま
う
不
老
閣
を
頂
点
と
し
、
次
に
修
行
僧
の

修
行
の
中
心
道
場
で
あ
る
七
堂
伽
藍
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
は
在
家
者
の
研

修
道
場
と
供
養
の
場
で
あ
る
吉
祥
閣
・
祠
堂
殿
が
あ
る
。
伽
藍
配
置
の
高

低
差
を
利
用
し
、
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
が
具
現
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
と
い
う
（
徳
野
崇
行
「
永
平
寺
の
先
祖
供
養
上
臨
時
回
向
と
祠
堂

殿
を
中
心
に
―
」（『
宗
教
学
論
集
』
二
八
号
、
二
〇
〇
九
（。


